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長岡市スポーツ推進計画 進捗評価 

 

１ 計画概要 

計画策定：平成 29 年３月 

中間見直し：令和５年３月 

計画期間：平成 29 年度から令和８年度までの 10年間 

 

２ 基本理念・基本目標 

基本理念 
市民が自らスポーツを楽しみ健康で生きがいを感じるまちづくり 

～スポーツの持つ大きな力をまちづくりに最大限に活かす～ 

基本目標 

目標１ 「育てる」スポーツの推進 

目標２ 「する」スポーツの推進 

目標３ 「競う（競技）」スポーツの推進 

目標４ 「支える」スポーツの推進 

目標５ 「観る」スポーツとスポーツ観光の推進 

 

３ 計画の検証について 

現行計画が令和８年度に最終年度を迎えることから、中間見直しの内容を踏まえて進捗

評価を行った。 

 進捗評価に当たっては、令和７年 12 月に実施した市民アンケート結果や関係資料を基

に分析を行い、次期計画の検討資料として活用することを想定して課題の洗い出しや今後

の方向性を記載した。 

 

基本目標ごとの指標に対する進捗評価指標 

評価 内容 

Ａ 目標達成（100%以上） 

Ｂ 概ね達成（80～99%） 

Ｃ 未達（50～79%） 

Ｄ 大きく未達（50%未満） 

 

 

  

資料１ 
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４ 総括 

（1）全体評価 

本市が実施した市民アンケート調査によると、スポーツ好きやスポーツ実施頻度が高

い市民ほど、日常生活に充実感を感じていると回答する市民が多い傾向にある。また、

運動やスポーツを行うことについて「好き」「やや好き」と回答した市民は全体の７割

以上を占めており、スポーツに対する関心は比較的高い状況にある。 

本計画期間を通じて、スポーツに関わりたいと回答する市民の割合が 73.3％（H27）

から 82.0％（R7）に増加しており、市民の多くが主体的にスポーツに関わる意向を持っ

ていることが確認された。 

一方で、実際のスポーツ実施状況を見ると、仕事や家事、育児等による時間的制約や

疲労感などを理由に、継続的に運動やスポーツを実施できていない層も一定数存在して

いる。 

これらの結果から、市民のスポーツへの関心や意欲は高いものの、実施につながる環

境や機会の充実が課題となっている。 

今後は、少子高齢化の進展、スポーツに対する志向の多様化、中学校部活動の地域展

開など、スポーツを取り巻く環境が大きく変化している状況を踏まえて、ライフスタイ

ルに応じた参加しやすいスポーツ機会の提供や、気軽に運動に取り組める環境づくりな

どを検討していく必要がある。 

 

 

 

（2）成果が見られる点 

• スポーツに関わりたい市民の割合の増加 【成果指標の目標達成】 

• 全国大会等に出場する選手数の増加 【成果指標の目標概ね達成】 

• 若者に関心の高いスポーツの普及（ｅスポーツ、アーバンスポーツ） 

 

 

(3)次期計画策定時に検討が必要な重点課題 

• 運動・スポーツをしない子どもの増加 

• 部活動地域展開を契機としたジュニアスポーツ環境の整備 

• 年齢、体格、障害の有無に関わらず一緒に楽しめるスポーツの推進 

• 働く世代、子育て世代の運動実施率の低迷 

• ソフト・ハード両面を考慮したスポーツ施設の適正配置と計画的な整備・改修 

• 多様化するスポーツニーズへの施設対応 
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５ 基本目標ごとの進捗評価 

目標 1「育てる」スポーツの推進 

 

●策定時点でのテーマ 

家庭ぐるみ、学校ぐるみ、地域ぐるみでスポーツで子どもたちを育てる 

●中間見直し時点での後期期間の方針 

令和５年度より、本格的に動き出していく中学校部活動の地域移行を契機に、心身の

健康・体力づくりに欠かせないジュニア世代の運動量の確保や、スポーツを「する・し

ない」の二極化解消に努めるため、時代に応じた新たな活動にも取り組みます。 

 

① 指標の状況 

項目 

 H27

（2015）

（基準値） 

R3（2021）

(中間目標

値) 

R４

（2022）

（実績値） 

R7 

（2025）

（現状値） 

R8 

（2026）

（目標値） 

運動やスポ

ーツ（学校体

育授業を除

く）の１週間

の実施時間

が６０分未

満の児童生

徒の割合 

【当市】小５男子 

小５女子 

中２男子 

中２女子 

5.3％ 

12.3％ 

5.9％ 

23.4％ 

5.0％ 

8.6％ 

5.0％ 

14.2％ 

7.0％ 

16.0％ 

6.0％ 

21.0％ 

10.2％ 

18.5％ 

10.3％ 

24.4％ 

5.0％未満 

10.0％未満 

5.0％未満 

15.0％未満 

【全国】小５男子 

小５女子 

中２男子 

中２女子 

6.6％ 

12.9％ 

7.1％ 

20.9％ 

 8.8％ 

14.6％ 

8.1％ 

18.1％ 

9.8％ 

17.3％ 

9.4％ 

21.3％ 

 

② 評価 

• Ｃ 未達（50～79%） 

• 体育授業以外で運動やスポーツをしない児童生徒が増加（全国平均より高い） 

③ 要因分析 

• 運動やスポーツにおいて「人と比べられることが嫌」（68.8％） 

• 団体競技で「足を引っ張る不安」（71.8％） 

• スポーツが苦手な人のうち「運動能力をからかわれる不安」がある（53.4％） 

以上、R5「小中学生の運動に関する意識調査」（JA共済連）より抜粋 

④ 課題 

• 他者との比較や勝敗を重視する風潮・文化からの脱却 

⑤ 今後の方向性 

• 評価の軸を 記録・順位重視 → 達成感・楽しさ重視へ転換 

• 志向に応じたジュニアスポーツクラブ（Come100クラブ）などの整備検討  
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目標 2「する」スポーツの推進 

 

●策定時点でのテーマ 

市民がスポーツを通じて豊かな人生を実現する 

●中間見直し時点での後期期間の方針 

運動やスポーツを行う市民の割合は増加傾向にあり、運動・スポーツを「しない」割

合も減少しています。今後も、性別や年代、障害の有無にとらわれずに、誰もがスポー

ツを楽しめる環境づくりに取り組みます。 

 

① 指標 

項目 

H27

（2015）

（基準値） 

R3（2021）

(中間目標値) 

R４

（2022）

（実績値） 

R7（2025）

（現状値） 

R8（2026）

（目標値） 

週１回以上、運動やスポ

ーツを行う市民の割合

（１８歳以上） 

43.7％ 55.0％ 56.6％ 34.3％ 65.0％ 

② 評価 

• C 未達（50～79%） 

• 20歳代～50歳代の週 1回運動実施率が 30％未満で他の年代より低い。 

③ 要因分析 

• 運動やスポーツを月１回以上行っていない理由上位は、「仕事の忙しさ（41.6％）」、「面

倒だから（25.6%）」、「家事が忙しいから（18.9%）」。 

スポーツに参加しにくい理由として「仕事で疲れるため体を休めたい・運動する気になれ

ない」「子どもを置いて外出できない」の回答が多い。 

• 仕事の疲労による意欲低下 

• 子どもの見守りが必要で運動・スポーツのために外出できない 

• スポーツ＝競技スポーツというイメージがあり、気重なイメージ 

④ 課題 

• 疲れて体を休めたいという「やる気以前」の状態への対応不足 

• 託児や子どもの見守りなどの支援 

• 気晴らしやリフレッシュ、楽しむことを目的としたスポーツの促進 

• 運動の得手・不得手や、年齢、体格、障害の有無に関わらず楽しめるスポーツの推進 

⑤ 今後の方向性 

• 疲労回復型プログラムの検討 

• 託児サービスをつけたスポーツイベントや運動教室等の実施 

• 親子・家族で楽しめる運動・スポーツ機会の提供 

• 年齢、体格、障害の有無等に関わらず楽しめるユニバーサルスポーツの推進 

• 気晴らしを目的とした散歩などもスポーツに含まれることの啓発強化 
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目標 3「競う（競技）」スポーツの推進 

 

●策定時点でのテーマ 

地元選手が世界や全国で活躍し、市民に夢と感動を与える 

●中間見直し時点での後期期間の方針 

競技力向上を目指す選手に対し、幼少期から高校生期までの普及育成強化といった一

環指導体制を構築するとともに、年齢、性別、障害の有無に関わらずトップアスリート

を目指す競技者にとっても継続的なサポートにつながる環境整備を進めていきます。 

 

① 指標 

項目 

H27

（2015）

（基準値） 

R3（2021）

(中間目標値) 

R４

（2022）

（実績値） 

R7（2025）

（現状値） 

R8（2026）

（目標値） 

全国大会、世界大会の出

場選手数（年間延べ人

数） 

788人 876人 

610人 

（平均 373

人） 

928人 950人 

② 評価 

• Ｂ 概ね達成（80～99%） 

• 全国大会等への出場者が増加傾向にある 

③ 要因分析 

• 市スポ協の高校部活への医科学サポート事業（助成金、トレーナー紹介）の成果 

• 市スポ協のジュニア選手育成強化事業の取組み成果 

④ 課題 

• 安定的な財源確保 

• 才能ある選手の発掘・育成システムの構築 

• 長岡市を拠点に活動できる体制の整備（優秀選手等の市外流出防止） 

⑤ 今後の方向性 

• 種目を絞ってトップアスリートを育成する仕組みの検討 

• 地元企業とのマッチング方策やスポンサー獲得方策の検討 
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目標 4「支える」スポーツの推進 

 

●策定時点でのテーマ 

市民が身近な場所でスポーツを楽しみ、スポーツを支える 

●中間見直し時点での後期期間の方針 

市民の心身の健康、体力づくりにつながるスポーツ環境を目指して、ソフト及びハー

ド両面から支える体制づくりを強化します。 

 

① 指標 

項目 

H27

（2015）

（基準値） 

R3（2021）

(中間目標値) 

R４

（2022）

（実績値） 

R7（2025）

（現状値） 

R8（2026）

（目標値） 

日本スポーツ協会公認

スポーツリーダー資格

取得者 1 人あたりの人

口※人口÷資格取得者

数 

1人あたり

550人（資

格者 503

人） 

1人あたり

500人（資

格者 550

人） 

1人あたり

828人（資

格者 315

人） 

１人あたり 

1,247人 

（資格者

202人） 

1人あたり

800人（資

格者 300

人） 

② 評価 

• Ｃ 未達（50～79%） 

• 日本スポーツ協会公認スポーツリーダー（スポーツ少年団指導者）が減少傾向 

③ 要因分析 

• スポーツ少年団の団員数・団数の減少に伴う指導者の減 

団員数・団数の減は、少子化の影響以外に楽しみたい志向とのミスマッチも影響 

• コンプライアンス意識、安全責任、志向の多様化などにより負担感が増加 

④ 課題 

• 多様な志向に対応した指導者の育成 

• Come100クラブ等の指導者・サポーターの安定確保 

• スポーツ推進団体※の役割共有 

※市スポーツ協会、スポーツ推進委員、総合型地域 SC、地区スポーツ協会、コ

ミュニティ協議会のスポーツ部会等、スポーツ少年団、Come100クラブ等 

• スポーツの多種目化や多様な利用者ニーズへの施設の対応 

• スポーツ施設の老朽化に伴う大規模改修等による経費増大 

• スポーツボランティアなど「支える」スポーツの選択肢や機会の提供 

⑤ 今後の方向性 

• 「参加継続型（＝やめさせない指導）」に軸足を置いた指導者育成の検討 

• スポーツ推進団体における地域スポーツビジョンの共有と役割分担 

• ソフトとハードの両面を考慮したスポーツ施設の適正配置と計画的な整備・改修 

• 施設のネーミングライツ活用などによる財源の確保 

• スポーツボランティアの運営を担う組織や仕組みづくりの検討 
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目標 5「観る」スポーツとスポーツ観光の推進 

 

●策定時点でのテーマ 

市民がスポーツの多様な楽しみ方にふれる 

●中間見直し時点での後期期間の方針 

多世代にわたる市民がスポーツに関わりたいと感じていることから、今後も継続的に、

スポーツの価値を市民へ発信していくことが重要です。 

運動・スポーツに『関わっていない』層への機会を創出していくため、「する」だけで

なく「支える」「観る」を含め、スポーツに関わることで得られる「楽しさ」「喜び」を

伝えていきます。 

 

① 指標 

項目 

H27

（2015）

（基準値） 

R3（2021）

(中間目標値) 

R４

（2022）

（実績値） 

R7（2025）

（現状値） 

R8（2026）

（目標値） 

スポーツに関わりたい

と回答する市民の割合

（18歳以上） 

73.3％ 78.0％ 80.0％ 82.0％ 82.0％ 

② 評価 

• Ａ 目標達成（100%以上） 

• スポーツに関わりたい市民の割合が増加傾向 

③ 要因分析 

• R4アンケート比で「家族等の運動・スポーツの応援・サポート」（約 10％増）、

「自分でする運動やスポーツ」（約８％増）、「プロスポーツ等の観戦」（約

５％増） 

家族等を「支える」関わり方への増加率最も大きく、「する」「観る」の関わり

方も増加 

④ 課題 

• 「関わりたい」から「関わる」への行動変容 

• １年間で県内プロスポーツチームの試合を TV等含め観戦していない人 約 62％ 

• １年間で「運動やスポーツを支える活動」を行っていない人 約 80％ 

• スポーツを通じた交流人口の拡大（スポーツツーリズム） 

⑤ 今後の方向性 

• 県内プロスポーツチーム・選手と連携した地域活性化策の検討 

• 県内プロスポーツチームの観戦機会の拡大 

• 「支える」関わり方の認知度向上・選択肢の増加 

• 地域資源を生かしたスポーツツーリズム方策の検討 

 



本計画の策定体制 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
策定スケジュール（予定） 

年度 日程 会議名等 概  要 

Ｒ７ 

11 月 スポーツ推進審議会 第３期計画策定概要の説明 

12 月 市民アンケート実施 

３月 
スポーツ推進審議会 市民アンケート結果の共有 

現行計画の進捗評価 策定検討委員会 

Ｒ８ 

７月 策定検討委員会 計画書骨子案への意見聴取 

10 月 策定検討委員会 計画書素案の内容審議 

11 月 
スポーツ推進審議会 

計画書素案への意見聴取 
議員協議会 

12 月 パブリックコメント 市民から広く意見を聴取 

２月 
策定検討委員会 計画書素案の最終確認 

スポーツ推進審議会 計画書素案の最終審議 

３月 教育委員会定例会 スポーツ推進審議会の答申審議 

 

①〔決定機関〕 
本市及び市教育委員会

答申

② 
〔審議機関〕 

 岡市 
スポーツ推進審議会 

市議会 
調整 

参加 

諮問 

〔計画事務局〕スポーツ振興課 

意⾒ 
提⾔ 

運営 

〔計画案策定機関〕 

提案 

参加 

③ 岡市スポーツ推進 
計画策定検討委員会 

（庁外） 

連携

④策定ワーキング部会 
（庁内） 

指⽰ 

運営 

⑤ 
〔実践主体〕 

市  
関係団体 
教育機関 

有識者 等 

資料２ 



 
 

長岡市スポーツ推進計画策定検討委員会 委員名簿 
 

 

№ 氏 名 団体名等 

１ 淡路 弘幸  
元長岡市三島郡中学校体育連盟 会長 

元長岡市スポーツ推進審議会 委員 

２ 糸満 盛人 株式会社新潟プロバスケットボール 代表取締役社長 

３ 川上 美彦 
総合型地域スポーツクラブ エリアアドバイザー 

長岡蒼柴スポーツクラブ クラブマネージャー 

４ 田中 佳苗 
ながおか・若者・しごと機構 理事 

NPO 法人市民協働ネットワーク長岡 コーディネーター 

５ 土江 由紀 
フィットネスサークルユウキ 

フィットネスインストラクター 

６ 綱 紀子 長岡市スポーツ推進委員連盟 副会長 

７ 西原 康行 新潟医療福祉大学 副学長 

８ 松永 哲一 （一社）Accessible Niigata 理事 

９ 室賀 大樹 長岡市スポーツ協会 事務局次長 

10 山岸 麻美 
子育ての駅ながおか市民防災センター「ぐんぐん」 施設長

NPO 法人多世代交流館になニーナ 理事 

（敬称略 五十音順）      



所　属 想定される関連分野

1 ミライエ長岡企画推進室 若者のスポーツ参加

2 地域振興戦略部 地域資源の利活用、関係人口・交流人口の拡大、コミュニティスポーツ

3 市民協働課 バスケットを核としたまちづくり

4 福祉課 障害者のスポーツ

5 長寿はつらつ課 高齢者のスポーツ

6 健康増進課 健康と運動・スポーツ

7 人材・働き方政策課 働く世代のスポーツ参加

8 観光企画課 スポーツツーリズム

9 学校教育課 学校体育、中学校部活動（地域展開を含む）

10 子ども政策課 子育て世代のスポーツ参加

次期長岡市スポーツ推進計画策定ワーキング部会構成課



令和８年度主要事業の概要について   

 

 ※下線は予算額、（ ）は内一般財源額 

 

 

○ｅスポーツ推進事業                   3,120 千円（1,560 千円） 

・女性、親子、障害者向けの体験会等を開催 

 

○アーバンスポーツ推進事業                7,042 千円（7,018 千円） 

 ・アーバンスポーツ普及促進事業補助金 

 ・アーバンスポーツコーディネーター（地域おこし協力隊）を任用 

 

○ユニバーサルスポーツ普及推進事業            1,674 千円（1,674 千円） 

 ・ユニバーサルスポーツを取り入れたイベントを実施する団体を支援 

 

○ささえるスポーツ活動普及促進事業              590千円（590千円） 

・運営スタッフとして地域スポーツイベントに関わる機会を提供 

・身近な場所でスポーツイベントなどを企画・運営する取組みを支援 

 

○ジュニアスポーツ活動環境整備事業                   300千円（300千円） 

 ・部活動の地域展開に伴い、ジュニア世代向けに体験会等を開催する団体を支援 

（部活動に無い種目の受け皿整備） 

 

○スポーツ推進計画策定事業                  1,987千円（1,987千円） 

・スポーツ推進計画策定委員会の開催 

・計画策定支援業務委託料 

 

○長岡ニュータウン運動公園整備事業             840,833千円（50千円） 

 ・野球場整備工事 

※なお、維持管理を含めたＤＢＯ方式により総額 28億 7,930万円でＲ24まで継続 

・サッカー場人工芝張替工事 

 

○陸上競技場再公認等整備事業                             93,941千円（2,741千円） 

・全天候型舗装等改修工事（Ｒ７からの継続工事） 

 

資料３ 



○スポーツ施設維持適正化事業                            93,400千円（88,300千円） 

・みしま体育館 非常用発電機改修工事、カーテン設置工事 

・市民体育館 給水設備更新工事設計委託 

・北部体育館 冷暖房設備更新工事設計委託 

・山古志体育館 電気設備更新工事設計委託 

・栃尾体育館 電気設備更新工事設計委託 

・寺泊海浜公園 テニスコート改修工事設計委託   など 

 

○スポーツ施設ＬＥＤ照明設備改修事業                    43,300千円（1,400千円） 

・与板体育館 ＬＥＤ照明設備改修工事 

・北部体育館 ＬＥＤ照明設備改修工事設計委託 

・南部体育館 ＬＥＤ照明設備改修工事設計委託 

・希望が丘テニス場 ＬＥＤ照明設備改修工事設計委託 

 

○与板体育館耐震改修事業                    245,400千円（0千円） 

・耐震改修及びトイレ改修工事 

※なお、改修工事は別途 366,600千円がＲ９継続費 

 


